





Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 10) 
Changes in Nutritional Status of Pエeschool Children in a 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































201％以上1969P974 8 48 41 8 、8 9 、8
? 「? ? 8 ?
151－2⑪0％1969P97唾 8
?
31 21 、8 8





? 8 31 38 ?? 48 8
?
91～11⑪％1969P97益






? ? ? ? 8 8 71
?
5啓％以下 1969P974






























































































































































































































































たん白質 脂　肪 カルシEム 鉄
ビ　　　タ　　　ミ　　ソ









































































































































































































































































































































201％以上1969P974 8 ? ? 8 8 8 8 8 8 3
15ト200％1969P974 8
? ? ?? ? ? 8 8 8 58
111～150％1969P974


























































































































































? 夏 秋 冬 年　平　均
・96911974 ・96911974 ・96叫・974・96glエ974・96gl・974
上ヒ（％）1動物性た舶質　　i　I58 53　152　521　17。 521　i53　4915815・
た　ん　白　価 （s）17778　（s）1781（s）84（T・y）186（T・y）186（S）186（T・・）172（s）18・（S）18。（S）
アミノ酸価i幼児の試案パター一ソ　　1973）86（Thr）90（Thr）81（Thr）S4（Thr）91（Thr）91（Tllr）95（Thr）83（Thr）89（Thr）87（Thr）
???卵　　　価
i日本1966）
l乳価i日本1966）
酷精ｿi日本1966）
68　（S）
W6（Leu）
X2（Leu）
68　（S）
X7（L已u）
X3（Lys）
67　（S）
W7（Leu）
r9（Ly5）
74　（S）
r8（Leu）
X4（Ly3）
72　（S）
W6（Try）
W9（Lys）
70　（S）
X1（L，eu）
X3（Lye）
71　（S）
W0（Try）
X0（Lys）
66　（S）
C7（Leu）
№潤iLy奮）
69　（S）
W5（Try）
X0（Lys）
7⑪　（S）
X1（Leu）
X3（Lys）
E／T　　　1比1 　12．48・2．45・且49412，5322，5832，6242．62・12・3s・2，5422，497
誌⇔は第一制限ア・ノ礎示す。S・舗アミ職Th・・神オニソ，　T・y：トリプトフ・ン・Leu：
ロイシソ，Lys：リジン
一38一 県立新潟女子短期大学研究紀要　第13集　1976
6．　体位・体力評価と栄養状態
表14　対象幼児の体位・体力評価の変動
9691＼棚
????（??????????｛? 103±4，2
10工±7．O
　　　　　平衡力
　　　　　筋縛久力
徽鵜難隻
3，2±0．8
3，2±0．7
2．9±o．9
3，　2±O．　8
平均値　31±0．8
1974
98±2．　1
95±9．O
3．2±O．　7
3，2±O，7
3．O土0，6
3．　2±O．4
31±0，6
　表14に示すように，目標値に対する身長指数な
らびに体重指数はいずれも5年後に低下してお
り，これは提・山村幼児にも共通に観察される現
象であった。食生活内容の改善と逆行する現象で
あるが，これには次の二点が考察されよう。その
一つは’69年度の対象児と’74年度の対象児の体位
に個人差があるということ，その二は’69年度の
目標値（昭和45年目途の推計値）と’74年度の目
標値（昭和50年目途の推計値）との若干の差に由
来すること等である。いずれにしても被検者数の
少ないことが影響していることは否めない。体力
評価は5年後もさしたる変化はなく，中位の成績
であった。次に，体位・体力と栄養摂取状況との相関性を求めたところ，その相関係数は低くドー定
の傾向を見出すことはできなかった。
　以上の如く，今回は特別に系統立てた栄養教育プログラムを施さずに，時代の推移による漁業地域
幼児の食生活変容の実態を観察したのであるが，’69年度から5年後の食品摂取量にはそれぞれ増減
いずれかの変動が見られ，その変動度は10．7％であった。これは新潟県民栄養のそれの10．8％にほぼ
等しかったが，山村幼児の7．690，農村幼児の44％および国民栄養の6．4％と対比するならば比較的
高値であり，新潟県の成績と並んでかなりの変動とみなされる。しかも，基準量に対する食粗構成パ
Pt・一ソの類似率は82．3％から92，　2％へ有意に上昇し，より望ましい摂取パPt・一ソに近づきつつある。
また，摂取栄養充足率は・69年度の51（V．A）～157（動蛋）％から，’74年度の67（V・A）～137（動
蛋）％へと比較的平準化し，従ってその所要量パターソに対する類似率も95．　6％から98．　3％へ有意に
上昇して，より望ましいパターソに近づくなど概して良好となった。
　このような変動の要因としては種々のことが考察されるが，その一H一つに該漁業地域の生活環境が社
会的にも経済的にもよりよくなり，それが食生活の上に反映し，食品選択の若干の拡大と，自給食品
である魚介類の摂取をやや控えて，購入しなけれぽならない肉類を3．　4倍に増やす等の形で表われて
いるものと思われる。しかしながら，対象児らのV・Aの主要な給源食品である緑黄色野菜は・その
充足率がようやく39％から54％に改善されたところであり，献立でみるに緑黄色野菜の調理のレパー
トリーが狭く，また保育所給食にその摂取量の殆んどを負うている対象児も観察された。従って，5
年間の推移にも拘らず，漁業地域における幼児栄養の特色は，魚介類等によるたん白質摂取の多いこ
とであり，反面その問題点はピタミソ摂取，とくV：　V．Aの摂取量の少ないことにあることが窺われ
た。なお，農・山村幼児の場合に比べ，著しい相違点はたん白質摂取が量的に甚だ優れていることで
幼児の食生活に関する研究（第10報） 一39一
あり，一一方ビタミソ摂取についての欠陥は三者に共通していた。
　さて，緑黄色野菜摂取の困難性は，本対象児のみでなく，東京都の幼児15）をはじめとして多くの調
査成績15）・1η，18），19）に表出されているところtであり・従ってその改良策についての研究は今後の課題と
ならなければならない。概して幼児は緑黄色野菜を余り妊まないようであるが，これに関して，Carol
Iretonら20）による幼児の野菜摂取を促すための，調理法の変化と所定量摂取した幼児に記章を与え
る方法の二法を試みた研究は示唆に富むものである。
　幼児の食物は保育者とくに母親の食物観に少なからぬ影響を受けている21）が，母親の就業の多い今
日では，その家事的生活時間の余裕もかt4りの要因として看過することはできない。ちなみに，本調
査の終了後，調査結果を各世帯に環元して，今後の改善策を話し合うために，対象世帯の主婦の最も
都合のよい日に集会を持つこととしたのであるが，参加者は少なく，多忙な母親が多いようであっ
た。不参加の各世帯を後刻訪問し，在宅の祖父母に印刷物を届け，説明して回ったが，今後の継続教
育についての具体案は何ら得られなかった。しかしながら，2週間後に対象世帯の一主婦より次のよ
うな要望がもたらされ，一つの灯にも思えた。すなわち，集会日には臨時出勤し出席できなかった
が，印刷物を工場の昼休みに読んでいたところ，同僚の主婦達が関心を持ち，それを欲していたとい
うことと，子供の偏食をなおすための一週間の献立の立て方を教えて欲しいということであった。
　今回の該地域の調査に際して，対象の12世帯中に5年前にも対象であった世帯が3世帯含まれてお
り，年余にわたる厄介な調査に率先して協力していただき，さらに新たな対象世帯の協力を促すきっ
かけともなり，有難いことであった。栄養調査に協力して，栄養改善の必要性を自覚される世帯が増
えてくることは最も望むところであり，その自覚を大切にして習慣化へ導くことが今後の課題となる
のであるが，今さらのようにその実践の困難なことを痛感している次第である。さらに，今後はこれ
までと異なり，経済不況による所得の伸び悩み等社会構勢の変動が，幼児の食生活にどのようにかか
おってくるであろうか，引き続き数年の間隔で検討を重ねて行きたいと思う。
要
?
　幼児栄養をより的確に把握するため，1969年度と1974年度の漁業地域幼児の栄養状態について検討
を加えた。対象児は4～6歳児14名で，四季の各連続した3日間（通年12日間）の食餌摂取量を個人
別に秤量した。得られた成績は年令別性別栄養所要量ならびに食糧講成基準と対比し・食撮構成パタ
ーソおよび栄養充足率パターンの5年後の変動については，数値群パターソ解析法を適用して，以下
の成績を得た。
　｛1｝漁業地域幼児の摂取食品数は1人1日当り平均21品→28品に増えたが・それは植物性食品の増
加に負うており，動物性食品は5品で変りなく，間食も4品で変りなかった。
　｛2｝食品摂取量では，この5年間に殆んどの食品に増減いずれかの変動が見られ，その変動度は
10，7％であり，新潟県民の10．8％にほぼ等しかったが，山村幼児の7・　6％・叢村幼児の4・　4％・国斑栄
養の3，・4％　tsらぴに諸外国のO．・1－・2．9％に比べるtsらば比較的高f直であった・増加した飾は肉寺由
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脂，砂糖および豆類，減少した食品は菓子および魚介類であり，基準量に対するパターン類似率は82
％一，92％へ鶴に」、昇しよ哩ましい摂取・・ターンt＝近づいた・なお・基準量パターンとの類似を
低めているヨ三要因（魚！，i　Y　IE（の多量摂取，緑黄色野菜の不足）trこはさしたる変化は認め難い・
　〔3）栄義充足率は・69年度の51（V．A）％～157（動物性たん白質）％から，’74年度の67（V・A）％
～137（動物性たん白質）％へと比較的平準化し，所要量とのパターソ類似率は96％から98％へ上昇
して，概して良好となった。所要；1，i・1：－g　1，　一ソとの類似を低めている主要因（V・Aの不足）は5年後も
変りなかった。
〔4）摂取たん白質の質的rr・Ptmiでは動物性たん麟比58－・51％，たん白価は81（S）→80（S），ア
ミノ酸価は89（Thr）一・87（Th・），卵価は69（S）→70（S），ノ・乳価は85（Tny）→91（L・u）・
乳価etgO（Lys）→93（Lys）にそれぞれ僅かずつ変動した。
　（5｝対象児の体位の目標値に対する比率は身長103土4．　2－｝98±2．1，体重101±7．　0→95±9．　0といず
れも低下し，体力評価は3．1土0．8→3．1土0，6と変らず中位の成績であった。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し
上げます。また，調査の進行上限りないご協力を賜わりました松浜漁業協同組合の南要一理事，さら
に調査対象の家庭の方々の一年間にわたるご協力に深く感謝申し上げます。
なお，本幸階の概要は，第29匝旧本栄養・食糧学会総会（1975年5月涼都）にて講演した・
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